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　９月１２～１５日の間、北太平洋地域６カ国の海上保安機関の長
官級による「第１２回北太平洋海上保安フォーラムサミット」が横
浜で開催されました。
　このサミットでは、各国海上保安機関の長官級が、互いの絆を一
層強化することで、北太平洋の海上安全セキュリティー並びに海洋
環境を守り抜くとの決意を新たにする機会となりました。

　９月６日、フィリピンコーストガードのリワグ長官が海上保安
大学校（広島県呉市）を来訪しました。
　海上保安大学校ではシミュレーションセンター、潜水訓練用
プール、練習船「こじま」などの施設見学が行われたほか、現在
実施されているアジア海上保安初級幹部研修等の授業を見学する
など、日本とフィリピン間の海上保安機関の交流を深めました。

１．第１２回北太平洋海上保安
フォーラムサミットの開催

２．フィリピンコーストガード長官が
海上保安大学校を訪問

人命救助講習

フィリピンコーストガード長官と瓜生海上保安大学校長
左から、カナダ、中国、日本、韓国、ロシア、アメリカの各長官等
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3．日本人の名前が海底地形名に
４．ＭＨ５７５「せきれい」

飛行時間１０，０００時間達成！

　９月１２～１６日の間、世界の海底地形名の統一を図っている
大洋水深総図（ＧＥＢＣＯ）委員会 海底地形名小委員会（ＳＣＵ
ＦＮ）が開催され、世界の海洋地質学・地球物理学の発展に貢献
された故 玉木賢策 東京大学教授の名前を冠した「Ｔａｍａｋｉ
Ｓｅａｍｏｕｎｔ（玉木海山）」が国際的に承認・登録されまし
た。なお、海底地形に日本人の名前が登録されたのは今回で１５
例目になります。

　平成２３年９月２４日、巡視船「そうや」の搭載機ＭＨ５７５
「せきれい」の飛行時間が１０，０００時間に到達しました。同
機は昭和５７年に鹿児島航空基地に配属されてから、那覇航空基
地、釧路航空基地と全国を縦断して、平成２２年１２月２４日に
そうやへ配属され、これまで海氷観測、洋上救急、東日本大震災
での捜索救援活動などにあたり、海上保安業務に大きな貢献をし
てきました。

飛行時間１０，０００時間を達成したＭＨ５７５
と巡視船「そうや」乗組員

Tamaki
Seamount 拡大

Tamaki Seamount（玉木海山）

位　　置：　日本海、北海道神威岬の
               西方約170km
規　　模：　南北約55km,東西約30km
　　　　　　　最大水深3,600m
　　　　　　  最小水深2,100m
               比高1,500m

Tamaki　Seamount
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